
クラウド型のAI OCRソリューションで
FAXと紙の受注プロセスをデジタル化
大幅な効率化を通じて組織力の強化を目指す

背景・課題

FAXで受けた注文書を転記入力
デジタル化が難しい紙のプロセス

　木造住宅用の耐震金物、補強金物の開発・製造・
販売を行う「住宅資材」、帳票やDMなど印刷物を扱
う「情報メディア」、公営の選挙ポスター用掲示板を
提供する「選挙ディスプレイ」という3つの事業を展
開するタナカ様。中でも住宅資材事業は、住宅の耐
久性に対するニーズの高まりを受けて、近年、急速
に成長しています。
　現在、同社はデジタル技術を活用した様々な課
題解決に取り組んでいます。その1つが受注業務
の改善です。
　同社は鉄鋼メーカーから仕入れた材料を工場で
加工・成型し、住宅1棟分ごとにアッセンブルして顧
客である施工会社や木材加工会社に提供します。

その注文を効率的に処理するためにデジタル化を
進め、独自のWeb受注システムを構築したり、メー
ルで受け付けたExcelファイルを基幹システムに投
入できるようにしたりして、受注からピッキングリス
ト生成、出荷までを効率的に行える業務プロセスを
構築しています。
　しかし、FAXによる受注だけは、どうしてもデジタ
ル化が難しい状況でした。
　「高いハードルとなっていたのが『紙』によるアナロ
グな作業です。FAXで紙の注文書を受け取ったら、担
当者が1件ずつ基幹システムに転記入力して業務受
注処理を開始します。1日およそ80棟分の注文を
FAXで受けていますが、1棟分の注文書には20～
40行の明細情報があります。この膨大な数の転記
入力に追われる担当者には、当然、大きな負担がかか
ります。また、人手で作業するわけですからミスの懸
念も拭いきれません」とタナカの網代 猛氏は語ります。

社名
株式会社タナカ

所在地
茨城県土浦市藤沢3495-1

Webサイト
https://www.tanakanet.co.jp/

事業内容
1950年の創業以来、「よきモノづくり」を通じて社
会の発展に貢献することを理念にビジネスを展開。
今日では「住宅資材（木造住宅用補強金物）」部門、
「情報メディア（印刷）」部門、「選挙ディスプレイ（選
挙ポスター掲示板）」部門の3つの部門体制で、各
領域において常に進取の精神を持ち続けて事業
に臨み、顧客に対する新たな価値提供を目指して
いる。

株式会社タナカ 様
木造住宅用の耐震金物を提供するタナカ様。同社はFAXで受けた紙の注文書の処理
をデジタル化するためにキヤノンITソリューションズが提供するクラウド型のAI OCRソ
リューション「CaptureBrain」を活用しています。注文書データの基幹システムへの入
力作業を自動化し、大幅な効率化とミスのリスクの低減を実現。この改善を営業事務の
役割の再定義と、営業部門全体の組織力強化につなげたいと考えています。

お客様の課題
● 転記入力を中心とするアナログな受注業務の効率化とミスの防止、
属人化の解消を図りたい

導入の成果

● 膨大な量の転記入力作業をOCRで自動化して大幅に効率化
● 現場の工事計画を狂わせてしまう受注ミスのリスクが軽減
● 特定の人員に頼っていた属人化が解消。働き方改革の推進などにも
期待

導入ソリューション ● CaptureBrain
キヤノンITソリューションズを
選択した理由

● シンプルな仕組みで、スムーズに使いこなせる
● OCRの導入から運用を含めた手厚いサポート力を評価

CaptureBrainの活用で、本来業務である営業サポートに注力し組織力強化に
つなげていきたいです
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お客様導入事例：株式会社タナカ

解決策

クラウド型のAI OCRソリューションを採用
サポートを受けてスムーズに利用を開始

　FAXと紙による受注処理をなんとか効率化した
い。そのために同社が導入したのがスキャニング／
文字認識（OCR）技術です。転記入力を自動化して
業務効率と正確性を向上しようと考えたのです。
　具体的にはキヤノンITソリューションズが提供する
クラウド型のAI OCRソリューション「CaptureBrain」
を採用し、既に一部の注文からデジタル化を進めて
います。
　選定時はCaptureBrain の豊富な実績が証明す
る読み取り精度や、導入しやすいクラウドサービス
であること、使いやすさなどを高く評価しましたが、
キヤノンITソリューションズのサポート力も高く評
価しています。
　「そもそもITの専門家ではない私たちがすぐに
使いこなせるくらい、シンプルで分かりやすい仕組
みですが、利用開始にあたってはハンズオンセミナー
を複数回実施してもらうなど、サポートを提供しても
らいました。そのおかげで新しいプロセスの設計や、
必要な帳票の登録作業などの準備をスムーズに進
めることができました」とタナカの鈴木 陽子氏は強
調します。

成果

3時間の作業を1時間で完了
入力ミスの発生もゼロ

　CaptureBrainを活用して、タナカ様はFAX受注
のプロセスを次のように改善しました。
　受信した注文書は複合機内でPDF化され、指定
したフォルダに格納されるようにしています。その
PDFファイルをCaptureBrainにアップロードして
OCR処理を実行。テキストデータをCSVフォーマッ
トのファイルとして出力し、それを基幹システムに投

入し、その後のピックアップリスト
の生成、出荷へとつなげています。
　「毎週3日、最大で25棟分／日
の注文を新プロセスで処理してい
ます。項目数にすると1日あたり
約1000項目のデータを処理して
いる計算です。以前は担当者がか
かりきりで行っていた膨大な転記
入力を自動化することができ、少
なくとも3時間はかかっていた処
理が約1時間で完了するように
なっています」とタナカの横尾 綾氏は説明します。
　また、入力ミスは一度も発生しておらず、ミスのリ
スクも低減。「私たちが納品する部品に不備がある
と、その後の工事予定が狂ってしまうなど、お客様に
大きなご迷惑をおかけしてしまうことになります。で
すから受注処理のミスは、極めて重大。そのリスク
を軽減できたことは、お客様の信頼だけでなく、担
当者の精神的な負担軽減にもつながります」と横尾
氏は続けます。

今後の展望

営業事務の役割を再定義
組織力の強化に期待

　CaptureBrainによる成果を受けて、同社はFAX
で受けているほかの受注処理も新しいプロセスで
処理することを検討しています。
　「パイロットの意味合いも兼ねたチャレンジが無
事に成功し、自信を持って適用範囲を拡大していけ
ます。これまで注文書の転記入力は営業事務の人
員があたってきましたが、本来、彼・彼女らに期待し
たいのは営業活動のサポート。営業事務の役割を
再定義して、組織力の強化につなげていきたいです
ね」と網代氏は力強く語ります。
　その一環としてCaptureBrainによる業務の属
人化の解消にも取り組んでいきたいと考えています。

　注文情報を基幹システムに投入する際は、商品
コードを追記するルールとなっていますが、商品が
汎用品ではなく、独自仕様のカスタム品である場合
は、商品コードが特殊なため特定の担当者の経験
と知識に頼る部分が多く、それが受注業務の属人
化につながっていました。「自動補正を行うための
CaptureBrainユーザー辞書機能を応用すれば、注
文書の商品名に商品コードをひも付けて、自動で追
記される設定を実現できるとキヤノンITソリューショ
ンズにアドバイスをいただきました。現在、その実現
に向けてプロセスをさらに改善しようとしていると
ころです。業務の属人性は休暇の取りやすさにも影
響するため、今後の働き方改革にもよい効果がある
と考えています」と鈴木氏は言います。
　このように同社は、CaptureBrainを活用して、デ
ジタル化が遅れていた紙の受注プロセスを大幅に
効率化しました。既に述べたとおり、属人化の解消
に向けたチャレンジなど、今後もプロセス改善を継
続し、さらなる課題解決を図っていく構えです。
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キヤノンITソリューションズ担当者からの声
タナカ様のように、紙からの転記入力業務の負荷やミスに課題を感じている方は多いと思います。当社のCaptureBrainは、独
自のAI技術と画像処理技術で、手書き帳票も含めて高い読取精度を実現し、そのような業務の効率化に貢献します。直感的な
操作性に対する評価も高く、幅広い方の力になれるソリューションだと自負しています。
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